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水
道
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
支
え

る
配
水
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被
災
事
業
体
が
応
急
給
水

活
動
の
た
め
応
援
事
業
体
へ

要
請
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り

発
生
す
る
費
用
を
保
険
金
と

し
て
支
払
う
（
災
害
救
助
法

適
用
の
場
合
を
除
く
）。
こ

れ
ま
で
、
自
然
災
害
や
突
発

事
故
な
ど
に
よ
る
断
水
発
生

時
に
、
被
災
事
業
体
は
給
水

車
を
一
刻
も
早
く
必
要
と
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
費

用
負
担
の
懸
念
か
ら
応
援
要

請
を
躊
躇
し
、
対
応
が
遅
れ

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
て
い
た

と
い
い
、
迅
速
な
応
援
要
請

に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。

　

保
険
の
対
象
と
な
る
費
用

は
具
体
的
に
、
①
人
件
費
等

（
超
過
勤
務
手
当
、
深
夜
勤

務
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、

旅
費
等
）
②
車
両
・
機
材
等

の
費
用
（
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油

等
燃
料
費
、
修
理
費
、
賃
借

料
、
輸
送
料
）
③
滞
在
費
用

（
弁
当
等
食
糧
費
、宿
泊
費
、

仮
設
ハ
ウ
ス
設
置
費
用
）
④

そ
の
他
事
務
費
（
作
業
用
消

耗
品
、通
信
費
、コ
ピ
ー
代
、

地
図
等
）
等
、「
地
震
等
緊

急
時
対
応
の
手
引
き
」
表
６

―
１
に
定
め
る
受
援
水
道
事

業
体
が
負
担
す
る
応
急
給
水

活
動
に
係
る
費
用
⑤
現
地
に

お
け
る
応
援
隊
の
作
業
待
機

や
派
遣
の
取
り
や
め
に
伴
っ

て
生
じ
た
キ
ャ
ン
セ
ル
料

（
災
害
救
助
法
適
用
の
場
合

も
含
む
）
―
と
し
て
い
る
。

特
に
⑤
は
躊
躇
な
く
応
援
要

請
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
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日
本
水
道
協
会
が
毎
月
最

終
水
曜
日
に
公
式
Ｘ
上
で
更

新
し
て
い
る
「
水
道
４
コ
マ

劇
場
」
の
最
新
話
が
１
月
29

日
に
公
開
さ
れ
た
＝
写
真
。

テ
ー
マ
は
「
水
道
水
を
み
ん

な
の
家
ま
で
届
け
る
仕
組
み

③
」
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を

　

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
事
務
局
は
１
月
24
日
、「
水

循
環
企
業
連
携
フ
ェ
ア
」
を

初
開
催
し
、
約
１
８
０
人
が

参
加
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
昨
年
７
月

に
創
設
し
た
「
水
循
環
企
業

登
録
・
承
認
制
度
」を
受
け
、

企
業
や
自
治
体
へ
、
水
循
環

へ
の
取
り
組
み
の
深
化
や
具

体
着
手
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
で

は
、
水
循
環
に
資
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
企
業
を
「
水
循
環
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
企
業
」
と
し
て
認
証

し
、
今
後
の
取
り
組
み
を
計

画
し
て
い
る
企
業
を
「
水
循

環
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
企

業
」と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

　

フ
ェ
ア
第
１
部
で
は
、
沖

大
幹
・
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
や
、
岡
崎
市
と
三
菱

自
動
車
工
業
に
よ
る
企
業
と

自
治
体
の
連
携
事
例
紹
介
の

ほ
か
、
辻
村
真
貴
・
筑
波
大

学
生
命
環
境
系
教
授
を
進
行

役
に
、
登
壇
者
全
員
に
よ
る

「
企
業
と
自
治
体
が
と
も
に

実
施
す
る
水
循
環
」
と
題
し

た
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を
実
施
。

第
２
部
で
は
同
制
度
で
「
水

循
環
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
企
業
」

に
認
証
さ
れ
た
企
業
や
、
自

治
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
代
表
と
し

て
中
野
洋
昌
・
水
循
環
政
策

担
当
大
臣
は
「
皆
様
の
取
り

組
み
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、

様
々
な
観
点
か
ら
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体

で
向
き
あ
う
環
境
づ
く
り
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

沖
教
授
は
「
水
み
ん
フ
ラ

と
流
域
総
合
水
管
理
」
と
題

し
て
講
演
。「
自
然
や
イ
ン

フ
ラ
構
造
物
、
そ
し
て
人
や

組
織
な
ど
、
そ
の
す
べ
て
が

健
全
な
水
循
環
を
支
え
て
い

る
こ
と
を
「
水
の
み
ん
な
の

イ
ン
フ
ラ
＝
水
み
ん
フ
ラ
」

と
呼
称
し
、
社
会
共
通
基
盤

と
し
て
意
識
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
語
る
と
と
も
に
、「
流

域
総
合
水
管
理
」
の
考
え
方

を
提
唱
し
た
。
岡
崎
市
の
植

山
論
氏
と
三
菱
自
動
車
工
業

の
座
喜
味
大
河
氏
は
、
同
市

内
の
中
山
間
地
域
に
お
け
る

環
境
保
全
と
地
域
住
民
へ
の

参
画
に
つ
い
て
、「
岡
崎
ア

ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
の
森
」
の
取

り
組
み
を
軸
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
紹
介
し
た
。
岡

崎
市
で
は
、
人
工
林
の
整
備

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
市
内
に
生

産
・
開
発
拠
点
の
あ
る
三
菱

自
動
車
工
業
と
２
０
２
０
年

に
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
連

携
協
定
」、23
年
３
月
に
「
森

林
保
全
活
動
連
携
協
定
」
を

締
結
。
両
者
で
連
携
協
力
し

な
が
ら
森
林
保
全
活
動
や
中

山
間
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
で
は
、
前
段
の
取
り
組
み

を
も
と
に
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
辻
村
教
授
が
、
事
業
の
手

ご
た
え
や
今
後
の
展
望
な
ど

を
植
山
氏
と
座
喜
味
氏
か
ら

訊
き
、
そ
れ
に
対
す
る
所
感

な
ど
を
沖
教
授
が
述
べ
た
。

　

第
２
部
で
は
、
８
つ
の

テ
ー
マ
別
に
、
１
テ
ー
マ
に

つ
き
２
つ
の
企
業
・
自
治
体

が
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

な
か
で
も
、
東
亜
グ
ラ
ウ
ト

工
業
は
「
水
循
環
に
つ
な
が

る
教
育
・
啓
発
」
と
し
て
、

都
内
の
中
学
生
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
出
張
授
業
に
つ

い
て
紹
介
。
当
た
り
前
だ
と

思
わ
れ
て
い
る
上
下
水
道
の

重
要
性
や
、そ
こ
で
従
事
、研

究
開
発
に
携
わ
る
人
々
に
つ

い
て
講
演
を
行
っ
て
い
る
と

説
明
。メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、

水
循
環
の
保
全
や
水
資
源
の

保
護
な
ど
に
係
る
活
動
に
限

定
し
た
債
券
で
あ
る
ブ
ル
ー

ボ
ン
ド
に
つ
い
て
紹
介
。
２

０
２
３
年
12
月
に
発
行
し
、

１
０
０
億
円
の
調
達
目
標
に

対
し
、
２
７
１
億
円
の
応
募

が
あ
っ
た
と
報
告
し
た
。

　

自
治
体
の
取
り
組
み
と
し

て
、
東
京
都
水
道
局
で
は
、

「
水
道
水
源
の
森
づ
く
り
～

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
～
」
と

し
て
、
さ
ら
な
る
水
源
地
保

全
の
た
め
、
企
業
に
向
け
た

水
源
林
の
一
部
へ
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
設
定
や
、
企

業
協
賛
金
の
募
集
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
そ
の
ほ
か
15
の

企
業
と
自
治
体
が
▽
企
業
と

自
治
体
が
と
も
に
実
施
す
る

水
循
環
～
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
～
▽

企
業
の
森
と
地
域
の
活
性
化

▽
水
量
削
減
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
▽
水
循
環
を
伝
え
る
教

育
・
啓
発
▽
水
源
涵
養
の
見

え
る
化
と
生
物
多
様
性
―
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
事

業
紹
介
を
行
っ
た
。

　

フ
ェ
ア
を
通
じ
て
、
辻
村

教
授
は
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
水

循
環
を
自
分
事
と
し
て
認
識

す
る
こ
と
が
共
通
し
て
い

た
。
水
循
環
と
い
う
元
来

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
動
い
て
い

る
も
の
を
扱
う
以
上
、
既
存

の
枠
組
み
を
超
え
た
不
断
の

変
化
に
対
す
る
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
」
と
総
括
し
、

水
循
環
事
業
へ
の
協
力
の
感

謝
と
引
き
続
き
の
協
力
を
仰

い
だ
。

　

日
本
水
道
協
会
が
会
員
を
代
表
し
て
保
険
会
社
と
保
険
契
約
を
結
び
行
っ
て
い
る
団
体
保
険
業
務
で
、「
水
道
賠

償
責
任
保
険
」
に
今
年
４
月
か
ら
「
応
急
給
水
活
動
費
用
保
険
」
が
基
本
補
償
と
し
て
追
加
さ
れ
る
。
他
の
事
業
体

へ
応
急
給
水
活
動
を
要
請
し
た
後
に
そ
の
応
援
事
業
体
へ
支
払
う
活
動
費
用
を
補
償
す
る
も
の
。
災
害
な
ど
緊
急
時

に
被
災
事
業
体
が
躊
躇
な
く
応
援
要
請
を
行
え
る
よ
う
に
仕
組
み
を
整
え
た
。
水
道
賠
償
責
任
保
険
に
は
す
で
に
正

会
員
の
８
割
以
上
が
加
入
し
て
い
る
と
い
う
が
、
４
月
以
降
は
応
急
給
水
活
動
費
用
保
険
も
自
動
的
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
同
協
会
で
は
「
ま
ず
こ
の
保
険
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
会
員
に
よ
る
相
互
扶
助
の
体
制
構
築
の
一
助

と
な
れ
ば
」
と
し
て
い
る
。

「
応
急
給
水
活
動
費
用
保
険
」が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

応
援
要
請
を
躊
躇
な
く

日
水
協

な
り
そ
う
だ
。

　

水
道
賠
償
責
任
保
険
に
自

動
付
帯
さ
れ
る
支
払
限
度
額

は
１
保
険
者
あ
た
り
30
万
円

（
年
間
保
険
料
：
総
延
長
１

㌔
あ
た
り
20
円
）
と
な
っ
て

い
る
が
、
任
意
選
択
で
支
払

限
度
額
１
０
０
万
円
（
同
67

円
）、
３
０
０
万
円
（
同
２

０
０
円
）
の
コ
ー
ス
も
用
意

し
て
い
る
。

　

日
水
協
で
は
こ
れ
ま
で
運

営
会
議
な
ど
で
告
知
し
て
き

て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
全
正
会

員
に
宛
て
募
集
案
内
を
発

送
、
４
月
の
運
用
開
始
に
備

え
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
調
査
部
調

査
課
に
。

　

日
本
水
道
協
会
は
１
月
27

日
、
第
41
回
広
報
専
門
委
員

会
（
委
員
長
＝
西
原
口
高

大
・
札
幌
市
水
道
局
総
務
部

企
画
課
長
）
を
開
い
た
＝
写

真
。
人
材
確
保
に
向
け
た
水

道
界
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が

る
広
報
手
法
の
検
討
に
つ
い

て
審
議
。
２
月
14
日
に
行
う

情
報
発
信
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
、
今
年
度
の
全
国
会

議
・
水
道
展「
水
道
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
」
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

の
情
報
も
共
有
し
た
。

　

審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
、
各
事
業
体
を

対
象
に
し
た
人
材
確
保
・
育

教育活動について紹介した東亜グラウト工業

メタウォーターは業界初のブルーボンド発行を
説明

学生・首長部局向け資料作成へ

日水協 人材確保へ広報専門委で審議

中野大臣

水循環政策本部事務局 企業連携フェアを開催

水循環取組の深化・着手へ
水
道
賠
償
責
任

保
険
に
自
動
付
帯

２０２５年（令和７年）２月６日付

水 道 産 業 新 聞


